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『霧流れる朝』 
 

葛城支部 早津忠保 

太平洋⾼気圧が張り出した７⽉末頃から、 

晴天の早朝は、よく雲海に覆われる。 
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ご 挨 拶 
 

奈良県土地家屋調査士会 
 

会 長 藤 村 義 朗 
 
 
 

私たち土地家屋調査士は、制度制定より73年、奈良県土地家屋調査士会といたしましても第
72回定時総会を迎えることとなりました。そこには、歴代の会長をはじめ役員のご努力、そし
て会員のみなさまの日々の業務の積み重ねに拠ることは言うまでもありません。 

多くの諸先輩方が、多様に変化する社会情勢の中で困難を克服し、土地家屋調査士として社
会に貢献し、登記制度の充実に励んでこられました。 

本年の５月に新型コロナ感染症が５類感染症に位置付けられ、社会生活は以前に戻りつつあ
るように感じられますが、この世界的な緊急事態によって社会の仕組みが変化したところもあ
ります。また、少子高齢化の進む中、土地関連法制度の改革と言いますか、民法をはじめいろ
いろな法律改正がなされ、土地家屋調査士の業務が多様化・複雑化し、測量等に関しても新技
術が現実的なものと成り、専門家としてより高度な知識力・技術力が求められる時代となって
います。そして、情報化社会の中でより一層の法令遵守、職業倫理が求められています。 

この度、奈良県土地家屋調査士会会長という大役を仰せつかり、その重責を痛感しています。
微力ながら、会員のみなさま、そして未来の土地家屋調査士のため、土地家屋調査士の使命を
理解し覚悟と周囲への配慮をもって努めてまいる所存です。 

これから私ども役員一同は、令和５年度の事業計画に基づき、奈良会を運営していきます。
その中には、会員のみなさまが円滑に安心して業務を行っていただくため、近年の法改正、取
扱い要領の改正等の周知、そしてそれに伴う研修会の開催等の事業があります。また、将来の
奈良会のため研究検討する課題にも取り組んでまいります。 

会員のみなさまには、今後とも奈良県土地家屋調査士会ならびに業界の発展向上のため、こ
れまで以上のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。簡単ではございますが、就
任のご挨拶とさせていただきます。 
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ご 挨 拶 
 

奈良地方法務局 
 

局長 井 川  良 
 
 
 

本年４月１日付けで奈良地方法務局長を拝命しました「いかわ りょう」と申します。よろ
しくお願いします。 

平素から、奈良県土地家屋調査士会及び会員の皆様には、登記業務を始めとした法務行政へ
の深い御理解と登記制度の充実・発展への格別の御尽力を賜り、心からお礼を申し上げます。 

さて、当局の重要課題の一つである登記所備付地図作成作業につきまして、長年にわたり会
員の皆様に御協力をいただいております。現在、順調に進行している磯城郡田原本町での２年
目作業に加えて、北葛城郡上牧町でスタートする１年目作業についても、皆様の御協力をいた
だけることになったと承知しております。また、筆界紛争等の早期解決を図るものとして国民
に定着した筆界特定制度においても、筆界調査委員や申請代理人として制度の適正な運用を支
えていただいております。加えて、表題部所有者不明土地解消作業では、所有者等探索委員と
して御活躍いただいております。これらの事業の円滑な実施には、豊富な専門知識と御経験を
有する皆様が不可欠であり、土地家屋調査士に寄せる国民の期待（＝皆様の使命）は、ますま
す大きくなっております。 

また、全国の法務局において喫緊の課題となっているのが、本年４月２７日に開始した相続
土地国庫帰属制度の利用促進と、来年４月１日にスタートする相続登記申請の義務化に向けた
周知広報です。 

特に相続登記の申請の義務化は、高齢化社会の進展に伴い深刻化している所有者不明土地問
題の解消はもちろん、不動産登記の公示機能の向上を通じて空き家対策等の課題解決の一助に
もなることが期待されます。他方、同制度の導入により国民生活に大きな影響を与えることが
想定されるものの、制度開始まで１年を切った現時点でも国民への浸透度は必ずしも高くない
のが実情です。 

こうした現状を変えるためには、法務局と貴会が連携し、広く国民に対して、各種施策の効
果的な広報などを積極的に実施して制度利用を促すとともに、相続登記の義務化に対する理解
を高めることが重要と考えております。引き続き、御支援を賜りますよう、お願いします。 

結びにあたり、奈良県土地家屋調査士会の更なる御発展と会員の皆様のますますの御活躍を
祈念申し上げ、御挨拶といたします。 
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知事就任のご挨拶 
 

奈良県知事 
 

山 下  真 
 
 
 

このたび、県民の皆さまから信託をいただき、奈良県知事に就任いたしました。 
奈良県の発展のために取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。 
奈良県土地家屋調査士会におかれましては、設立以来これまで、県民の基本的財産である不

動産の表示に関する登記手続きの円滑な実施に努められ、不動産に係る適正な財産保全に大き
く貢献されていることに、敬意を表します。 

会員の皆様方には、土地家屋調査士としての使命と職責を果たされ、日々の活動を通じて、
公共事業の推進に多大な貢献をいただいていることに、厚くお礼申し上げます。 

さて、近年、深刻な社会問題となっております「所有者不明土地問題」については、土地の
管理・利用のために必要な合意形成を妨げ、公共事業や復旧・復興事業、民間取引等の土地利
用を阻害しております。高齢化の進展等により、今後ますます深刻化する恐れがあり、問題の
解決は、喫緊の課題となっているところです。 

この問題に関して、所有者不明土地等の発生予防とその利用の円滑化の両面から総合的に民
事基本法制が見直されています。土地･建物等の利用に関する民法の改正及び相続土地国庫帰
属法は今年度から施行されており、来年度には、相続登記等の申請が義務化される予定です。 

これらの広く県民にも大きく影響する新制度の運用や問題の解決には、不動産の表示に関す
る専門家である土地家屋調査士の皆様方のご協力が不可欠であり、ますますのご活躍が期待さ
れているところであります。 

結びに、奈良県土地家屋調査士会のより一層のご発展と、会員の皆様方のご健勝・ご多幸を
祈念し、ご挨拶といたします。 
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第72回奈良県土地家屋調査士会定時総会のご報告 
 
 

令和５年５月19日（金）午後１時より、ホテル日航奈良にて第72回奈良県土地家屋調査士
会定時総会が開催されました。 

岡聡副会長による開会の辞、貫山伸一会長による挨拶、貫渡利行名誉会長による挨拶の後、
本年は２名の新入会員が紹介されました。 

議案審議に先立ち三室支部の長村護会員が議長に選出されました。長村護議長が出席会員総
数（会員総数185名の内本人出席81名、委任状出席76名、計157名）の確認をおこない、本総
会が有効に成立している事を宣言し、議案審議に入りました。 

第１号議案 令和４年度事業報告に関する件 
第２号議案 令和４年度決算報告承認に関する件 
第３号議案 令和５年度事業計画並びに予算案承認に関する件 

は審議の結果、挙手多数で承認可決されました。 
第４号議案では法人会員の事務手続について、奈良県土地家屋調査士会会則の一部改正承認

の件を上程させていただきました。 
吉崎英司総務部長から説明がなされ、本議案につきましても挙手多数にて承認可決されまし

た。 
本年は役員改選もあり第５号議案で役員及び綱紀委員の任期満了に伴う後任者選任に関す

る件を上程させていただきました。 
最後に松田俊久副会長より閉会の言葉があり、定時総会は終了致しました。 
本年は新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが「５類」に移行されましたので

懇親会を開催いたしました。 
 

（総務部長 中窪祥文） 
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第80回日本土地家屋調査士会連合会定時総会のご報告 
 
 

日本土地家屋調査士会連合会第80回定時総会が６月20日（火）・21日（水）の両日、多くの
来賓をお迎えし東京ドームホテルで盛大に開催されました。 

奈良会からは、 岡副会長と私が出席しました。 
鈴木泰介副会長が開会の辞を述べられ、岡田会長の令和４年度の報告を含め挨拶がありまし

た。 
齋藤健法務大臣から法務大臣表彰状授与があり、29名の方々が授与されました。来賓祝辞で

は、齋藤健法務大臣から祝辞をいただき、続いて来賓の紹介があり、来賓退場の後、議長の選
出が諮られ、宮城会の松田会長と富山会の中村会長が議長に選出されました。総会構成員150
名（会長47名・代議員103名）、議事録署名人として群馬会の萩原会長、静岡会の赤堀会長が
指名されました。 

令和４年度会務経過報告及び事業経過報告の後、議事に入り、第１号議案（イ）令和４年度
一般会計収入支出決算報告承認の件と（ロ）令和４年度特別会計収入支出決算報告承認の件が
一括上程され、承認されました。第２号議案の役員選任の件については、会長に野中和香成（福
岡会）、鈴木貴志（神奈川会）、伊藤直樹（愛知会）、岡田潤一郎（愛媛会）の４名が立候補さ
れ、副会長に東野勝一（栃木会）、三戸靖史（青森会）、杉山浩志（山口会）、鈴木泰介（千葉
会）、北村秀実（滋賀会）の５名が立候補された結果、会長および副会長（３名選出）の選挙
を行うこととなりました。各候補者による所信表明が行われ、その後厳重な管理の下投票が行
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われました。開票は翌日です。予定終了時刻まで時間があったので、第３号議案の主に登録関
係（特に法人会員）に関しての日本土地家屋調査士会連合会会則の一部改正（案）審議の件は、
特別決議のうえ承認されました。続いて、第４号議案の周年事業特別会計及び財政調整積立金
特別会計の廃止並びに日本土地家屋調査士会連合会特別会計規定の一部改正（案）審議の件が
上程され、承認されました。 

夕刻より懇親会が開催され、高市早苗経済安全保障担当大臣、小林茂樹衆議院議員や各政党
代表が参加され、挨拶を頂戴致しました。 

翌日、議事が再開され議案の審議と選挙の開票結果の報告です。 
第５号議案の令和５年度事業計画（案）審議の件と第６号議案（イ）令和５年度一般会計収

入支出予算（案）審議の件、（ロ）令和５年度特別会計収入支出予算（案）審議の件は関連が
あるため一括上程され、承認されました。審議が中断していた第２号議案の役員等選任の件に
ついては、選挙管理委員長から会長選挙の開票結果の報告があり、過半数を超えた者がいなく、
上位２名の野中和香成（福岡会）、岡田潤一郎（愛媛会）による決選投票となり、その結果岡
田会長が再任されました。その後副会長選挙の開票結果の報告があり、三戸靖史（青森会）、
杉山浩志（山口会）、北村秀実（滋賀会）が選ばれ、会長指名副会長として佐々木義徳（東京
会）と４名の副会長が誕生しました。理事・監事・予備監事についても承認され、日本土地家
屋調査士会連合会の新体制が発足し、岡田会長をはじめ副会長４名、理事25名、監事３名が壇
上に並びこれからの連合会運営にあたり決意を新たにされました。 

２日間にわたる総会は、活発な議案審議と既に提出されていた27件の質問および要望とそれ
に対する執行部からの丁寧な回答により内容の濃い審議となりました。第80回定時総会は、両
議長の円滑な議事進行により全ての議案が可決承認され終了しました。 

退任される役員のみなさまにはお世話になりました。 
岡田新体制のもと、全国の土地家屋調査士がより活躍できることを期待して、定時総会の報

告とさせていただきます。 
 

（会長 藤村義朗） 
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奈良県土地家屋調査士政治連盟令和５年度定期大会開催 
 

令和５年５月19日、ホテル日航奈良において、貫山伸一奈良県土地家屋調査士会会長、 昭
人前奈良県土地家屋調査士政治連盟会長を御来賓に迎え、奈良県土地家屋調査士政治連盟の大
会が開催されました。大会への参加者は44名でした。 

本年度は役員改選の年にあたりますが、引き続き貫渡利行会員が政治連盟会長に選任されま
した。幹事長については中窪祥文会員が退任され、新しく私、東良憲が選任されました。 

現在、政治連盟の会員数は奈良県土地家屋調査士会会員総数183人中92人、加入率は約50％
となっております。政治連盟の役目は、各政党に土地家屋調査士制度を知ってもらうことであ
り、特定の政党の政治活動を後押しするものではありません。自由民主党のみならず立憲民主
党にも「土地家屋調査士制度改革推進議員連盟」が存在します。 

また、本年度の日調連総会後の懇親会には国民民主党の玉木代表もお見えになってご挨拶を
頂戴するなど、立法府の構成員たる国会議員の皆様に土地家屋調査士という制度を知っていた
だくことが活動の中心です。折しも奈良県政においては、今までの自民党系から日本維新の会
の知事に変わったことは皆様ご存知だと思います。新しい知事に対しても、嘱託登記の推進や
入札制度の改善を求めていかなければなりません。そういう活動を担うのが政治連盟でありま
す。 

特定の政治的思想を会員に押し付けるのは政治連盟の企図することではありません。どうか
その事をご理解いただき、政治連盟への加入をよろしくお願い致します。 

（幹事長 東 良憲） 

 

日本土地家屋調査士会連合会近畿ブロック第67回定例協議会 
 

令和5年7月14日（金）午後2時より、ザ マーカススクエア神戸において「日本土地家屋調
査士会連合会近畿ブロック第67回定例協議会」が当番会である兵庫会のお世話で開催されまし
た。 

国歌斉唱、調査士の歌斉唱、倫理綱領朗読、物故者に黙祷の後、近畿ブロック協議会三嶋裕
之副会長による開会の辞、近畿ブロック協議会池谷一郎会長の挨拶、議長・副議長選出、議事
録署名者選出の後、各議案の審議がおこなわれました。 

奈良会からは、 岡聡業務部会長が会務報告と活動計画の発表をされました。 
協議会終了後、式典が開催され奈良会からは大阪法務局管区局長表彰を畔岡好信会員、松下

光一会員、森田昌宏会員の３名が受賞され、日本土地家屋調査士会連合会近畿ブロック協議会
長表彰を藤村義朗会長および 岡聡副会長が受賞されました。 

式典終了後は、コロナ５類移行後の懇親会ということで心置きなく意見交換を行い、顔を合
わせることの少ない他会の方々とも親交を深める事ができ、有意義な時間を過ごせました。 

当番会である兵庫会のご尽力に感謝いたします。 
ご出席頂いた役員の皆様お疲れさまでした。 

（広報部長 伊東将臣） 
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『7/26 研修の日』 
 

令和５年７月２６日（水）１３時３０分から、田原本青垣生涯学習センターにおきまして、
「研修の日」の研修会が実施されました。 

アイサンテクノロジー株式会社、株式会社ニコン・トリンブル、福井コンピュータ株式会社
の方々を講師にお招きし、「レーザースキャナーを使用した測量について」という演題で外業
と内業のそれぞれについてご講演いただきました。 

まず外業のレーザースキャナーの測定方法についての研修が行われました。 
ライカ社の機械とニコン社の機械に分かれ、それぞれが２台の機械を設置して機械の説明、

操作方法の説明、そして実際に観測するところを拝見することができました。操作方法は意外
と簡単で、観測も１分程度で終わり、現場での作業時間を非常に短縮することができる事が分
かりました。 

内業の測量データの解析と作図方法についての研修は、各メーカー様に３部屋に分かれてい
ただき、会員は希望するメーカーの部屋でご講義を受けました。 

レーザースキャナーで観測した３Ｄの点群データをＣＡＤ上で展開すると、現地の状況がと
ても正確に表現されており、たいへん驚きました。 

今回の研修を受けた感想として、レーザースキャナーを使用しての測量は、色々な面で効率
アップにつながり、今後は測量の中心になっていくのではと思いました。 

最高気温３７度の非常に暑い日でしたが、その猛暑の中で講師をして頂いた各メーカー様に
は感謝の気持ちでいっぱいです。 

レーザースキャナーでの測量について、とても理解を深めることができました。 
そして、ご参加していただきました会員の皆様、大変お疲れ様でした。是非ともまたご参加

いただき、ご意見やご要望などをお聞かせいただければと思います。 
 

（研修部長 滝澤圭祐） 
  

研 修 会 等 報 告 
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各 部 報 告 

 
 
総 務 部 
 
今期より総務部長を務めさせていただくこととなりました、春日支部の中窪祥文です。 
総務部は他の部会や委員会の分掌の隙間を埋めるような仕事をするところです。総務部一丸

となって藤村会長のもと奈良県土地家屋調査士会を運営させていただきますので、よろしくお
願いします。 

（総務部長 中窪祥文） 
 

財 務 部 
 
この度、財務部長に就任いたしました春日支部の東良憲です。部長職は久しぶりなので、若

干てんやわんやしています。 
土地家屋調査士の会員数が減少傾向に入って久しいです。言うまでもなく、土地家屋調査士

会は皆様の会費のみによって運営されております。その中で適正な予算編成及び執行ができて、
皆様の会費がより有益に利用されるように財務部一同この２年間知恵を絞り続けていきたい
と思います。また、会員の厚生についても財務部の担当ですので、皆様が参加したくなるよう
な厚生事業を企画立案し、会員相互の親睦の機会の増加に寄与できればと考えております。 

これから２年間よろしくお願い致します。末筆になりますが、会費は期日までに支払いをお
願い致します。 

（財務部長 東 良憲） 
 

業 務 部 
 
年度最初の部報告ですので、令和 5 年度の業務部事業計画の概要を改めて書かせていただき

ます。 
① オンライン申請の会員へのサポート・研修 
② 筆界特定業務について会員の実務対応向上 
③ 関係法令・通達等の整理・配信 
④ 表示登記実務研究会の法務局との共催 
⑤ 近畿ブロック業務部会での情報共有による業務改善 
⑥ 境界に関する地域の慣習の研究・資料及び役所・団体等が保管する資料の調査・収集・整

理方法の検討と共に土地法制の研修 
⑦ 測量技術向上のための研究・研修 
⑧ 「調査士カルテ Map」の連合会からの情報の提供 
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また、上記以外で業務部が担当する研修としては以下が予定されています。 
・業務取扱要領に関する研修 
・業務に関する研修 
・新入会員特別研修（各部協働） 
あわせまして、相続土地国庫帰属制度や 2023 年 4 月施行の民法改正における所有者不明土

地問題解決のための共有制度、財産管理制度等についても部内で研究し、必要であれば年数回
開催されている奈良地方法務局との表示登記実務研究会において、法務局登記官・土地家屋調
査士が登記申請について共通の認識による処理を行えるよう、細部の諸問題について確認致し
ます。 

業務部が担当する部門につきましては会員皆様の日常業務に直結する部分が多いことを念
頭に置き、部員一丸となり、また他部の御協力もいただきながら事業を進めて参りたいと思い
ます。何より会員皆様のご参加・ご協力が最大の推進力となりますので宜しくお願い申し上げ
ます。 

（業務部長 上田敬三） 
 

広 報 部 
 
広報部長を拝命いたしました春日支部の伊東将臣と申します。 
前年は小野前部長の下で広報副部長を務めさせていただきました。 
引き続き当会マスコットキャラクター「ナイトくん」を活用した広報グッズの作成、無料相

談会、月１回のＦＭヤマトでの番組放送などの事業を継続していきます。 
元来、人前で話すのが苦手な私にとって「What s̓ 土地家屋調査士」で喋るのは至難の業で

すが、やるからには土地家屋調査士の知名度を上げ、皆様の身近な存在になれるように努力い
たします。 

幸いなことに、今期の広報部も素晴らしい３人の部員の皆様に恵まれました。 
助けていただきながら、新たな企画にも取り組みたいので、アイデア等ございましたらご意

見をお待ちしております。 
今期２年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

（広報部長 伊東将臣） 
 

社 会 事 業 部 
 
先日の総会の役員改選により、引き続き社会事業部長を務めさせていただくこととなりまし

た春日支部の中嶋哲也です。よろしくお願いします。 
昨年１１月に開催させていただいた「研修の日」の研修は、久しぶりに対面で行うことがで

きました。『やっぱり、リアルで開催する研修っていいな！』と改めて感じたところです。 
今年もこのままの状況でいけば対面での研修となると思われます。皆さんに興味をもっても

らえるような研修を企画しますので楽しみにしていて下さい。 
では２年間どうぞよろしくお願いいたします。 
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☆公共基準点使用報告書を提出していますか？ 
インターネットで街区基準点の座標値を閲覧して使用する場合であっても『使用承諾』が必

要で、街区基準点に器械を据えたら『使用報告』をする義務がありますのでご注意ください。
他府県の調査士会員には、「事前使用承諾申請から行わなければならない市町村」もあります。 

また、道路工事後に再設置・改測している役所や、工事業者が適当に再設置していることも
あるので「役所で最新の基準点資料調査・収集」、「使用前の基準点の点検」をすることが重
要です。 

※一人のルール違反で公共基準点使用包括承認手続きの更新ができなくなってしまったら
奈良会員あるいは全国の会員に迷惑をかけることになりますので、必ず使用報告書は提出して
ください。 

（社会事業部長 中嶋哲也） 
 

研 修 部  
 
この度、研修部長を務めさせていただくことになりました葛城支部の滝澤圭祐です。 
前期は研修部副部長と広報部員として本会の活動に携わってまいりましたが、初めて部長職

を拝命し、これまで以上に研修部の活動を頑張って参りますので、よろしくお願いいたします。 
それでは研修部のメンバーを紹介させていただきます。 
・副部長 辰本佳典（三輪支部）２年ぶりの理事に返り咲きです。 
・部員  松田幸和（三輪支部）家は奈良の誇る三輪素麺の老舗です。 
・部員  武永 章（春日支部）業務副部長との兼任で多忙を極めることに？ 
・委員  寺田政好（葛城支部）葛城支部の金庫番。 
・委員  桝田真孝（春日支部）補助者歴は長く満を持しての調査士登録。 
以上研修部一丸となり、藤村会長のもと各部とも連携し、奈良会に貢献できるよう努力して

参りたいと思います。 
最後になりましたが、皆様には是非とも研修会にご参加いただき、ご意見をお聞かせくださ

いますようお願い申し上げます。 
（研修部長 滝澤圭祐） 

 

境界問題相談センター奈良 
 
この度、境界問題相談センター奈良の運営委員長を拝命致しました松田俊久です。 
当センターは、奈良県土地家屋調査士会と奈良弁護士会が協働で土地の境界に関する民事の

紛争にかかる民間紛争解決手続を行う機関として、平成２０年に開設されました。 
境界問題は、個人や団体、地域社会にとって大きな負担となることがあります。 
そうした問題に対して的確な助言とサポートを提供し、より良い解決策を見つけ出していき

たいと考えています。 
当センターとしましては、最新の情報と専門知識を提供するために努力してまいります。 
会員の皆様には、研修会への出席、また相談員・調停員として当センターの事業に一層のご

協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
（運営委員長 松田俊久） 
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受託第一号を終えて 
 
私が土地家屋調査士になり、初めてさせていただいた仕事は境界確定でした。 
確定後、地積更正・分筆登記の申請です。 
土地家屋調査士に合格後、すぐに独立し仕事もない時でしたので凄く喜んだのを覚えていま

す。 
仕事内容自体は以前からしていたことなので、特に問題もなく確定業務は終了しました。 
登記申請（オンライン申請）をするのは初めてでしたので、PC の準備に特に時間をとられ

苦労したのを覚えています。 
申請に関しても、何度も申請書が間違えていないか、誤字脱字がないかのチェックを行い、

先輩 K 調査士にチェックを頼みました。 
その時、親身になって教えて頂いた先輩 K 調査士には今も感謝しています。 
調査士になり３年目、まだまだ新米です。 
申請にも慣れてきましたが今後も気を抜かず丁寧な仕事をしていきたいと思います。 

（東 敦志） 
 

一年を振り返って 
 
この１年を振り返ってみて１番に思いつくものは、昨年から参加しました田原本町での１４

条地図作成があります。今年も２年目の作業としてその続きが田原本町で行われており、現在
も参加させていただいています。気温が上がって暑くなるころに作業が始まり、外での作業が
ほとんどなので、体力も必要でなかなか大変です。 

大変な作業ですが、他の先生方と共同で作業をするため、他の方のお仕事ぶりを間近で拝見
することができ、知らなかったやり方や知らなかった道具を見ることもでき、大変参考になり
ます。 

そして、これを通じてお知り合いになれた他の先生のお手伝いに呼んでいただいたり、また
他の先生を紹介していただいたりもして、お知り合いが増えるとともに、色々と勉強すること
にも繋がりました。 

また、作業が行われる場所には古い町並みも多く、地図が作成されたことにより今後街がど
のような変化をするのだろうかと、興味深く感じながら作業を行っています。 

今後はこうした経験を、自分の仕事にも生かして頑張っていきたいと思います。 
（島田 哲） 

 

受託第一号を終えて 
 
私は令和 3 年 6 月に土地家屋調査士登録を行いました。登録後すぐに親しくして頂いている

方からご依頼を頂きました。 
内容としては、道路及び民有地との筆界確認後、土地の分筆登記を行うものでした。補助者

経験のない私としては、正に初めての業務であった為、入念に資料調査及び現地調査を行い当
日の立会に臨みました。 
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また自分自身が調査を行った内容を丁寧に相手に伝えることを心掛けて説明を行った事で
立会を円滑に進める事ができました。 

これからも、土地家屋調査士として初心を忘れず、更に努力を重ねていきたいと考えていま
す。 

（大門祥一郎） 
 

調査士会に加入して 1 年 
 
ようやく加入して 1 年が経ちました。 
早かったような短かったような感じの一年間でした。 
平成１０年前後から仲田事務所で補助者をしていましたが、加入したすぐは、業務期間がた

だ長いだけで自分は調査士としてやっていけるのか？と思っていました。 
奈良会での新人研修の時に、先輩の先生に『自分でもやっていけるのでしょうか？』と質問

したのを覚えています。その時に即答で大丈夫と言われて少し気が楽になったと思います。 
今もやれているのか良く分かりませんけど、１年が経ち、なんとなくお客様・依頼人の方に

対しての受け答え・対応がちょっと変わってきたようにも思っています。 
ですが、先輩の先生方にはまだまだ追い付けてないなとも改めて感じています。これからも

経験を積んで引き続き頑張っていくつもりです。 
先日、奈良会の研修部の委員にもなり、少しは奈良会の為に役に立てるような気もしていま

すが、まだ何も分からずに参加しています。 
頑張っていきますので、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。 

（桝田真孝） 
 

入会一年を迎えて 
 
令和 4 年 5 月 2 日に登録。同年 6 月 1 日から開業しました。 
開業はしたものの、作図も測量もまだまだ未熟で今も勉強の毎日です。 
開業当初は諸先輩に追いつくことを目指しましたが、ベテランの諸先輩に追いつくことは容

易でないことに気が付かされました。 
自分の強みである金融知識や金融アドバイス等を活かした調査士を目指そうと思いました

ら、少し力みが取れたことを覚えています。 
年始早々、連携している司法書士から相続建物（未登記）の表題登記依頼を受け、その際、

本業以外から少し枠を超えた相続についてもアドバイスさせて頂きました。 
ご依頼者から非常に喜んで頂くことができ、「これは使える」と感じました。 
これからも既成の概念に捕らわれることなく、固定観念に縛られることなく、成功事例、失

敗事例等を積み上げて日々精進したいと思います。 
（小室 隆） 
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新入会員紹介 
 
 

①土地家屋調査士になろうとした動機    ②趣味・特技 
③事務所について（場所や地域の自慢など） ④自己アピール・今後の抱負 

 
 

春日支部 髙瀬雅祥 
①司法書士をしていた時に、不動産登記手続の全てを理解したいと思ったことがきっ

かけです。 
②読書 
③北側に大安寺の塔跡があり、南側に岩井川が流れております。春には桜並木が楽し

めるところです。 
④向上心を持ち、新しい技術に対しても常に興味を持って学んでいきたいと思います。 

 
 

葛城支部 小川雅巳 
①祖父、父、共に土地家屋調査士であったため、子供の頃より親しみを持ち、自分自

身も目指そうと思いました。 
②特技はこれといってありません。趣味はウォーキングと音楽鑑賞です。 
③大和高田市役所の向かいにあります。 
④既に割と年はとっており（50 歳）、遅くからの登録となりましたが、まだまだ未熟

者ですので、土地家屋調査士として恥ずかしくない様、日々研鑚し努力して行きた
いと思っております。 

宜しくお願い致します。 
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春 日 支 部 

 
・支部総会 

 
本年４月２１日、奈良ロイヤルホテルにおいて令和５年度春日支部定時総会が開催されまし

た。会員総数５９名のうち、本人出席３９名・委任状出席１３名で中窪議長のもと、議案は全
て可決承認されました。今年度は役員改選の時期にあたり、役員選考委員会（ 委員長）から
の推薦を受け、新役員として河野支部長、松岡・本田副支部長、椿会計をはじめ、倉田・仲田
仁監事が選任され、中嶋・横原・金本・黒川幹事を加えた１０名体制で活動していく事が承認

されました。長かったコロナ禍もよ
うやく終息し、懇親会も盛大に開催
されました。 

今年度も会員相互の親睦がますま
す深まりますよう事業計画を推し進
めてまいりますが、一人でも多くの
会員様に参加いただけるよう、イベ
ント等を企画・提案し、また他支部
との交流も積極的に行っていきたい
と考えております。 

新役員一同、精一杯頑張ってまい
りますので宜しくお願いいたします。 

（春日支部長 河野 洋） 

 
 
三 室 支 部 

 
・新年会 

 
令和５年１月２１日（土）、３年振りとなる新年会が（三

室支部の特殊な地形により）奈良の「飛天散華」にて開
催され、１０名の会員と事務局より２名が出席しました。 

長村支部長の挨拶、 岡副会長の挨拶、乾杯と続き、
中華のコースをいただきながら、懇親を深めました。 

店側の粋なはからいにより、フカヒレのランクが上がったり、エビチリにホタテが入ってい
たりしていたのはコロナ禍で打撃を受けたはずなのに、男気を感じました。 

会員の皆様も役員改選の話題の中、快諾していったのは最高にカッコ良かったです。 
（白戸幸司） 

支部はいま 
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・支部総会 

 
令和５年４月２１日（金）１８：００〜１８：３０に奈良プラザホテルにて三室支部令和５

年度定時総会を会員総数３２名、出席者１２名、委任状出席者１７名、欠席者３名により開催
いたしました。 

司会の鍋島泰弘幹事の開会の挨拶から始まり、藤山卓志副支部長による開会の辞、支部長挨
拶そして 岡聡奈良県土地家屋調査士会副会長の挨拶及び 岡聡奈良県土地家屋調査士政治
連盟副会長の挨拶がありました。 

議長には、大野妙嗣会員が選出されました。議事録署名者には、堀貴至会員と山村原延会員
が選出されました。 

大野議長の名采配により、第１号議案 令和４年度事業報告、決算報告に関する件、第２号
議案 令和５年度事業計画、予算案に関する件、第３号議案 役員の任期満了に伴う後任者選
任に関する件は、滞りなく可決承認されました。 

新役員は、引き続き、支部長 長村護、副支部長 藤山卓志、幹事 鍋島泰弘、会計 白戸
幸司、監事 中野浩之です。 

支部会員の皆様よろしくお願いいたします。 
（三室支部長 長村 護） 

 
・不動産表示登記無料相談会 

 

令和５年７月２９日（土）１４：００〜１６：００に大和
郡山市立文化会館にて土地家屋調査士の日に因んだ企画と
して三室支部不動産表示登記無料相談会を開催しました。相
談者は１名でした。支部役員の皆様、お疲れ様でした。 

（三室支部長 長村 護） 

 
 
葛 城 支 部 

 
・支部総会 

 

令和５年４月２８日（金）午後６時３０分より大和高田市の奈良県産業会館に於いて第９回
葛城支部定時総会を行いました。 

来賓として本会から貫山会長、政治連盟から貫渡会長にご臨席いただき有難うございました。 
令和４年度の事業及び収支決算の承認可決をしました。 
また、令和５年度の事業計画について貴重なご意見を頂きました。 
今期の事業を検討する上で参考にさせていただきたいと思います。 
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支部役員は以下のとおりです。 

 
支部長  塚本將義 
副支部長 渡部 良 
副支部長 森本 崇 
会計   寺田政好 
監事   上村久雅 
幹事   西田直之 
幹事   滝澤圭祐 
幹事   森井文裕 
幹事   木村 喬 

（西田直之） 

 
 
三 輪 支 部 
 
・新年会 

 
令和 5 年 1 月 14 日（土）『黒滝・森物語村』にて支部新年会が正午より開催されました。 
支部役員の鍵会員の司会進行のもと、岸本支部長のご挨拶につづき、本会より松田副会長に

ご出席頂きご祝儀を頂戴いたしました。 
コロナ禍で企画はされるものの、感染者増加によりなかなか実施することができませんでし

たが、ようやく 3 年ぶりに開催することができました。 
午前 10 時 30 分、大和八木駅からお店の送迎バスにて黒滝村に出発しました。 
料理は、コース料理＋飲み放題、食後は無料で温泉に入浴できるという特典付でした。 
参加者は 15 名で、最後は湯田会員の一本締めでお開きとなりました。 
帰りも下市口駅、大和八木駅まで送迎付で、多数の会員様は夕方から二次会へ・・・ 
夜の新年会とまた違った雰囲気で、支部会員との交流を深める事ができ、とても楽しい時間

を過ごせました。 
（西本佳史） 
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・支部総会 

 
久々の地元開催とな

った三輪支部総会は、本
年 4 月 21 日大和八木駅
の前に構える【ミグラン
ス橿原市分庁舎】にて行
われました。 

三輪支部として 9 回
目となる支部総会は、三
代目の支部長である岸
本裕一支部長のご挨拶
から始まりました。 

コロナ禍慣れをして
きた昨年度は、ようやく
疫病とも上手に付き合
えるようになり、研修会等の支部行事を概ね行う事ができた安堵の思いと年が明け、長かった
トンネルを抜けるように、コロナ禍回復の兆しが見られたことへの喜びを語られ、本年度の更
なる支部活動の活発化に期待をされておりました。 

回復の兆しは、参加者数にも表れておりました。 
昨年の 15 名から 8 名も増え、23 名もの会員様にご出席いただき、数年ぶりに賑やかな定時

総会となりました。 
今年 5 月に退任される本会貫山会長のご挨拶では、4 年間の御礼を述べられると共に、任期

4 年中に奈良会の会員数が 20 名以上減少されている事への不安も述べられておりました。 
今後の奈良会が先細りせぬよう現在の会員で奈良会を、土地家屋調査士業界を盛り上げてい

かなければと感じました。 
政治連盟からは、副会長の森本英利様がご来賓としてお越しくださいました。 
代読された貫渡政治連盟会長のご挨拶では、県政に大きな変化があった為、柔軟に対応し、

より活発に活動をしていく必要があると強い気持ちで本年度の運営に注力される意気込みを
語られておりました。 

議案審議内でも会員様からご質問、ご意見が飛び交うなど、有意義な審議となりました。 
長らく支部役員としてご活躍いただいた石本会員が昨年度で退任となり、新たに西浦新二会

員が幹事に着任されました。石本様、お疲れ様でした。 
新型コロナが 5 類に引き下げられ、市中でも脱マスク姿がちらほらと増えてきた本年。益々

の支部活動活性化を胸に役員一同邁進いたしますので、皆様のお力添え、何卒宜しくお願い申
し上げます。 

（佐藤将太） 
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 退   会  
 

・小川隆興（葛城支部） 令和 5 年 3 月 23 日付 

・寺下 武（葛城支部） 令和 4 年 12 月 26 日付 

・市橋克彦（春日支部） 令和 5 年 5 月 26 日付 

・寺地 清（三室支部） 令和 5 年 6 月 22 日付 

・木村 勇（三室支部） 令和 5 年 1 月 6 日付 

・佐々木豊（春日支部） 令和 5 年 4 月 3 日付 
 

 入   会  
 

・小川雅巳（葛城支部） 
 

登 録 番 号 第 463 号 
入会年月日 令和 5 年 2 月 1 日 
事 務 所 〒635-0095 大和高田市大字大中 98 番地 
TEL 0745-53-2468  FAX 0745-53-2469 

 
 

 
 事 務 所  
 
・相馬也卓（春日支部） 

〒630-8261 奈良市北市町 18 番地(田村マンション２階) 
TEL 0742-81-9666 
 

・榎本 修（三室支部） 
〒630-0123 生駒市真弓南二丁目６番７号 
TEL 0743-86-4871 
FAX 0743-86-4872 
 

・中泉成美（三輪支部） 
〒634-0846 橿原市小槻町 311 番地の 20 
TEL 0744-25-3423 
FAX 050-3588-4245 
 

 Ｔ Ｅ Ｌ  
 
・山田義継（三室支部） 

TEL 0743-75-1040 

 会 員 異 動 
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 事事務務局局日日誌誌 
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事務局員紹介 
 

 
 

５月より事務局で勤務させて頂いております山崎と申します。 
不慣れな点も多く、皆さまにはご迷惑をお掛けするかもしれませんが、少しでも早くお役に

立てるよう努力してまいります。 
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

（事務局 山崎愛奈） 

 
５月より事務局パート職員として勤務させていただいております、小笠原明子と申します。 
行き届かぬ点が多々あるかと思いますが、可能な限り努めてまいる所存ですので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
                          （事務局 小笠原明子） 

 

 

写真コンクール入賞！！ 
 

この度、 連合会及び連合会共済会主催の第 38 回写真コンクールにおきまして、当会三室支
部の岡田清志先生が見事入賞されました。本当におめでとうございます！ 

 
佳作 題名「僕も手伝うニャーン」 

 
測量をしていると、猫がきて

「僕も手伝うニャーン」と言って、
ピンポールを持ってくれました。 

（三室支部 岡田清志） 
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各部報告でもふれましたが、今回広報部長を拝命しました伊東です。 
これから２年間どうぞよろしくお願いいたします。 
コロナ禍で趣味の旅行にも行けずにおりましたが、連休を利用しタイに行って参りました。

１３年ぶりのタイは、私の知っていたタイよりも洗練され、随分と街も綺麗になり、発展して
いました。喜ばしいことですが、少し寂しさも感じました。リフレッシュできて楽しい旅行で
した。 

それで終われば良かったのですが、最大のお土産を持って帰ってきてしまいました。だるさ
は旅の疲れかと思っていたのですが、コロナ感染です…。 

今はこうやって笑い話にできるぐらい元気になりました。 
皆様もご自愛ください。 

（伊東将臣） 
 

今年の暑さは、命の危険を感じる暑さだそうです。汗っかきで、ほぼ毎年熱中症になってい
る私には変わりのない日常ですが…。 

先日、奈良会の休日ゴルファーたちが集まり 8 人対 8 人のチーム戦を行いました。結果は 7
打差。なんとドラマチックなエンディング。今期も広報部員として迎えていただきました。 

一打一打大切に 2 年間活動致しますので、何卒宜しくお願い致します。 
（佐藤将太） 

 

この一年程、「塩」を変えてから、深酒翌日の吐き気や、頭痛の頻度もかなり減り、また、
酷暑の中の現場でもこれまで熱中症や夏バテもなく作業しています。 

これまでは、塩といえば食卓塩、精製塩でしたが、マグネシウム等ミネラルが豊富な天日塩
など自然塩に変えてから、晩酌や喫煙をかかせない自分ですが、血圧も安定し体調が良くなり
ミネラルの大切さを学んだ昨今です。 

（鍋島泰弘） 
 

8 月になると、広島市と長崎市で平和記念式典が催されます。 
私の亡き父は、広島市で被爆しましたが、殆ど無傷だったそうです。通学途中にブロック塀

沿いに歩いて曲がる手前で原爆が落ちてきたそうです。ブロック塀が盾になりほぼ無傷で済み
ました。父より前を歩き曲がった人は全員亡くなりました。道を曲がるか否かで人生が大きく
変わった瞬間です。 

父は原爆のことについて話してくれることはありませんでしたが、このことだけは何度も話
していました。 

若いころは何とも思いませんでしたが、歳を重ねる毎に命の尊さを感じるようになり、「人
生一寸先は闇だから 1 日 1 日を無駄にしないように生きよう」と今年も誓いたいと思います。 

（小室 隆） 

編集後記 










